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(57)【要約】

【課題】抗ウィルス効果を有する銀イオン含有木材の製造方法を提供する。

【解決手段】本発明の銀イオン含有木材の製造方法は、木材を加熱水蒸気とともに加圧し

て細胞破壊する加圧水蒸気工程と、

　前記加圧水蒸気工程後の前記木材を真空状態下におき、その後、大気圧に戻し、銀イオ

ン溶液を注入しながら段階的に加圧して、乾燥脱水する銀イオン含有工程と、

　を有することを特徴としている。

【選択図】　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 木 材 を 加 熱 水 蒸 気 と と も に 加 圧 し て 細 胞 破 壊 す る 加 圧 水 蒸 気 工 程 と 、

　 前 記 加 圧 水 蒸 気 工 程 後 の 前 記 木 材 を 真 空 状 態 下 に お き 、 そ の 後 、 大 気 圧 に 戻 し 、 銀 イ オ

ン 溶 液 を 注 入 し な が ら 段 階 的 に 加 圧 し て 、 乾 燥 脱 水 す る 銀 イ オ ン 含 有 工 程 と 、

　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 銀 イ オ ン 含 有 木 材 の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 殺 菌 、 抗 ウ ィ ル ス 効 果 を 有 す る 銀 イ オ ン 含 有 木 材 の 製 造 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 大 腸 菌 な ど の 細 菌 、 イ ン フ ル エ ン ザ な ど の ウ ィ ル ス に よ る 感 染 を 防 御 す る 手 段 と し て 、

従 来 、 壁 な ど の 基 材 層 表 面 に 抗 ウ ィ ル ス 機 能 層 を 形 成 し て い た 。 こ の 基 材 層 表 面 に ウ ィ ル

ス が 付 着 す る と 、 抗 ウ ィ ル ス 剤 が ウ ィ ル ス 表 面 の 皮 膜 に 吸 着 し て 、 ウ ィ ル ス 表 層 の た ん ぱ

く 質 膜 が 損 傷 す る 。 そ う す る と ウ ィ ル ス の 感 染 能 力 が 失 活 し て 不 活 化 す る 。 こ の よ う な 抗

ウ ィ ル ス 機 能 層 と し て 金 属 化 合 物 を 含 む 塗 料 が あ る 。 し か し な が ら 抗 ウ ィ ル ス 機 能 を 有 す

る 塗 料 を 木 材 の 表 面 に 塗 装 す る と 、 木 材 特 有 の 木 目 が 隠 れ て し ま い 、 ま た コ ー テ ィ ン グ に

よ り 表 面 が 覆 わ れ て 木 材 特 有 の 趣 の あ る 経 年 劣 化 が 失 わ れ て し ま う 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 １ に 開 示 の 木 材 は 、 銀 イ オ ン を 担 持 さ せ た ゼ オ ラ イ ト を 木 材 組 織 内 に 含 浸 さ せ

て い る 。 こ れ に よ り 水 分 が 木 材 内 に 侵 入 し た と き に 溶 出 し た 銀 イ オ ン と 水 と の 作 用 で 発 生

す る ヒ ド ロ キ シ ラ ジ カ ル に よ っ て 木 材 腐 朽 菌 を 殺 菌 で き る 。 し か し な が ら ゼ オ ラ イ ト に 担

持 さ れ た 銀 イ オ ン の 状 態 で は 、 銀 イ オ ン に よ る 抗 ウ ィ ル ス 効 果 が 十 分 に 得 ら れ な い 。 ま た

銀 イ オ ン の 置 換 処 理 を 伴 う ゼ オ ラ イ ト の 調 整 に 時 間 と 手 間 が か か る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ７ ２ ６ １ ０ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み 、 効 率 良 く 殺 菌 、 抗 ウ

ィ ル ス 効 果 の あ る 銀 イ オ ン 含 有 木 材 を 製 造 す る こ と が で き る 銀 イ オ ン 含 有 木 材 の 製 造 方 法

を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 １ の 手 段 と し て 、 木 材 を 加 熱 水 蒸 気 と と も に 加

圧 し て 細 胞 破 壊 す る 加 圧 水 蒸 気 工 程 と 、

　 前 記 加 圧 水 蒸 気 工 程 後 の 前 記 木 材 を 真 空 状 態 下 に お き 、 そ の 後 、 大 気 圧 に 戻 し 、 銀 イ オ

ン 溶 液 を 注 入 し な が ら 段 階 的 に 加 圧 し て 、 乾 燥 脱 水 す る 銀 イ オ ン 含 有 工 程 と 、

　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 銀 イ オ ン 含 有 木 材 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。

　 上 記 第 １ の 手 段 に よ れ ば 、 効 率 良 く 木 材 に 銀 イ オ ン を 含 有 さ せ て 、 殺 菌 、 抗 ウ ィ ル ス 効

果 の あ る 木 材 を 製 造 す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 効 率 良 く 殺 菌 、 抗 ウ ィ ル ス 効 果 の あ る 木 材 を 製 造 で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 銀 イ オ ン 含 有 木 材 の 製 造 方 法 の 実 施 形 態 に つ い て 、 以 下 詳 細 に 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 木 材 は 、 広 葉 樹 、 針 葉 樹 な ど の 間 伐 材 の 木 片 で あ り 、 所 定 形 状 に 加 工 し て 住 宅

用 の 床 材 壁 材 等 に 用 い る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

［ 銀 イ オ ン 含 有 木 材 の 製 造 方 法 ］

　 本 発 明 の 銀 イ オ ン 含 有 木 材 の 製 造 方 法 は 、 加 圧 水 蒸 気 下 で 木 材 を 細 胞 破 壊 す る （ 加 圧 水

蒸 気 工 程 ） 。 一 例 と し て 容 量 ２ ０ ０ ０ Ｌ の 加 圧 チ ャ ン バ ー 内 を ０ ． ５ Ｍ Ｐ ａ （ ５ ｋ ｇ ｆ ／

ｍ ２ ） 、 １ ２ ０ 度 の 加 熱 水 蒸 気 下 で １ ２ 時 間 加 圧 す る 。 高 圧 水 蒸 気 下 の 木 材 は 内 部 の 細 胞

膜 が 破 壊 さ れ た 細 胞 破 壊 の 状 態 と な る 。 こ こ で 針 葉 樹 は 年 輪 と 共 に 細 胞 膜 が 成 長 し て い く

。 水 分 を 吸 収 し 蓄 え る 細 胞 膜 は 細 胞 同 士 を 結 ぶ 細 胞 管 に よ り 水 分 が 運 ば れ る 。 ま た 細 胞 か

ら 出 る フ ィ ト ン チ ッ ド は 害 虫 駆 除 の 成 分 と な る 。 本 実 施 形 態 で は 木 材 の 細 胞 膜 を 加 熱 水 蒸

気 で 破 壊 し て 細 胞 管 に 銀 イ オ ン 濃 縮 液 を 充 填 し 易 く し て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 次 に 、 加 圧 水 蒸 気 工 程 後 の 前 記 木 材 を 真 空 状 態 下 に お き 、 そ の 後 、 大 気 に 戻 し 銀 イ オ ン

溶 液 に 浸 漬 し 、 そ の 後 、 加 圧 し 、 乾 燥 す る （ 銀 イ オ ン 含 有 工 程 ） 。 具 体 的 な 工 程 は 、 銀 イ

オ ン 濃 縮 液 を 純 粋 で 希 釈 し て １ ２ ｐ ｐ ｍ 以 上 の 銀 イ オ ン 希 釈 液 （ 以 下 、 薬 液 と い う こ と あ

り ） と す る 。 加 圧 水 蒸 気 工 程 後 の 木 材 を 前 記 加 圧 チ ャ ン バ ー 内 に 配 置 し て チ ャ ン バ ー 内 を

真 空 状 態 （ － ０ ． ８ ～ ０ ． ７ ５ Ｍ Ｐ ａ ） と す る 。 こ の 真 空 状 態 に よ り 、 木 材 内 の 空 気 層 を

取 り 除 き 、 薬 液 が 入 り 易 い よ う に し て い る 。 真 空 工 程 後 、 大 気 圧 に 戻 す 。 チ ャ ン バ ー 内 に

薬 液 を 注 入 し な が ら 所 定 圧 （ 一 例 と し て １ ． ８ ６ Ｍ Ｐ ａ ） ま で 段 階 的 に 加 圧 し て 含 浸 さ せ

る 。 所 定 時 間 （ 一 例 と し て ４ ～ ５ 時 間 ） 経 過 後 、 大 気 に 戻 す 。 そ し て 真 空 工 程 に よ り 材 料

表 面 お よ び 余 剰 の 薬 液 を 回 収 す る 。 そ の 後 、 大 気 に 戻 し て 、 木 材 を 乾 燥 室 に 移 動 し て 、 所

定 時 間 （ ２ ４ 時 間 ） 含 水 率 が １ ０ ％ 以 下 と な る ま で 乾 燥 す る 。 乾 燥 工 程 に よ り 木 材 に 含 浸

し た 薬 液 は 、 純 粋 が 脱 水 し て 除 去 さ れ て 木 材 内 に 銀 イ オ ン の み が 残 存 す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 銀 イ オ ン 含 有 木 材 は 、 細 胞 膜 破 壊 し て 細 胞 管 に 銀 イ オ ン が 充 填 さ れ た 状 態 と な る 。 銀 イ

オ ン は 酸 化 銀 が 乖 離 し て 酸 素 と 陽 イ オ ン （ Ａ ｇ +） に 分 離 さ れ て い る 。 一 方 、 ウ ィ ル ス 、

細 菌 、 Ｒ Ｎ Ａ ， Ｄ Ｎ Ａ な ど は マ イ ナ ス に 帯 電 し た 単 細 胞 で あ り 、 そ の 細 胞 膜 は リ ン 脂 質 中

心 に 構 成 さ れ た 二 重 層 に な っ て お り 、 陽 イ オ ン が 結 合 す る と 酸 素 機 能 を 不 活 性 化 し て た ん

ぱ く 質 膜 が 損 傷 す る 。 そ う す る と 細 胞 分 裂 で き な く な っ て 回 帰 増 殖 が 阻 害 さ れ て ウ ィ ル ス

の 感 染 能 力 が 失 活 し て 不 活 化 す る 。 銀 イ オ ン は 、 マ イ ナ ス 電 荷 を 持 つ 細 胞 表 面 へ の 吸 着 速

度 が 速 く ウ ィ ル ス 細 胞 の 不 活 化 も 殺 菌 効 果 も 優 れ て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 こ の よ う な 本 発 明 に よ れ ば 、 効 率 良 く 殺 菌 、 抗 ウ ィ ル ス 効 果 の あ る 木 材 を 製 造 で き る 。
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